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◆主な内容◆

・花いっぱい運動　　　　　　　　　　　 ②

・町議会　第25回臨時会　　　　　　　 ②③

・五戸総合病院　地域医療科を紹介します　 ⑤

・中山間地域等直接支払交付金「集落協定等の実施状況」公表　 ⑥

・認知症予防　　　　　　　　　　　　　 ⑦

・「ごのへ夏まつり」開催のお知らせ　　　 ⑦

・三戸郡福祉事務組合職員募集　　　　　　 ⑧

・八景橋通行止めのお知らせ　　　　　　　 ⑧

・「私の好きな五戸町」フォトコンテストのお知らせ　　 ⑨

・郷土探訪「村まつり  今と昔⑤浅水」　 　 ⑫

～石沢小学校運動会～
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各地域で展開花
　
６
月
９
日
、
三
村
申
吾
青
森
県

知
事
が
上
市
川
字
桜
沢
の
し
ん
せ

い
五
戸
農
協
ナ
ガ
イ
モ
貯
蔵
施
設

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
農
家
に
対
し
三
村
県

知
事
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
野
菜

消
費
の
実
状
や
県
の
取
り
組
み
、

「
食
育
」運
動
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

県
産
野
菜
の
消
費
拡
大
に
向
け
て

「
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
」
と

激
励
し
ま
し
た
。
ま
た
、
見
学
に

訪
れ
た
蛯
川
小
学
校
の
３
、
４
年

生
児
童
16
人
に
も
「
野
菜
は
好
き

で
す
か
。」「
野
菜
を
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
ね
。
」
な
ど
と
言
葉
を
掛
け

て
い
ま
し
た
。

議会ニュース
　
町
議
会
臨
時
会
（
第
25
回
）
が
５
月
12
日
、
１
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
平
成
17
年
度
各

会
計
の
補
正
予
算
案
な
ど
13
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
決
ま
っ
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　
※
　
＝
専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
と
は
、
町
議
会
が
議
決
・
決
定
す
べ
き
事
項
を
、
議
会
を
招

集
す
る
い
と
ま
が
な
い
な
ど
特
定
の
場
合
に
限
り
、
町
長
が
議
会
に
代

わ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
専
決
処
分
さ
れ
た
事
項
は
、
次

に
開
催
さ
れ
る
議
会
で
承
認
を
得
ま
す
。

▼
五
戸
町
町
税
条
例
（
一
部
改
正
）

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
町
税
の
税
率
や
課
税
特
例
な

ど
を
改
正
し
ま
し
た
。
今
回
改
正
さ
れ
た
税
目
と
施
行
年

月
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
個
人
町
民
税
（
平
成
19
年
４
月
１
日
施
行
）

・
町
た
ば
こ
税
（
平
成
18
年
７
月
１
日
施
行
）

・
固
定
資
産
税
（
平
成
18
年
４
月
１
日
施
行
）

▼
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
一
部
改
正
）

国
民
健
康
保
険
税
（
介
護
給
付
分
）
の
限
度
額
を
８
万
円

か
ら
９
万
円
に
引
き
上
げ
る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

　
、
国
民
健
康
保
険
倉
石
診
療
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条

例
（
一
部
改
正
）

国
の
法
改
正
に
伴
い
、
医
療
保
険
か
ら
医
療
機
関
に
支
払

わ
れ
る
診
療
報
酬
（
治
療
費
）
に
つ
い
て
算
定
方
法
な
ど

を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
補
正
予
算

●
一
般
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
、４
４
４
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
96
億
７
、０
７
７
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

専○

専○

専○

専○

専○

専○

三
村
県
知
事
が

ナ
ガ
イ
モ
農
家
を
激
励

地元農家を激励する三村県知事（左）

連合婦人会・赤十字奉仕団の皆さん

太田自治会の皆さん

いっぱい運動

各地域で展開

　
赤
、
黄
色
、
オ

レ
ン
ジ
―
―
沿
道

を
鮮
や
か
に
彩
る

花
々
が
、
通
行
者

の
目
を
和
ま
せ
て

い
ま
す
。

　
五
戸
町
緑
化
推

進
委
員
会（
会
長
・

三
浦
正
名
町
長
）

で
は
こ
の
ほ
ど
、

サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

花
の
苗
１
６
、６

８
０
本
を
町
内
の

各
自
治
会
、
小
中

学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
、
企
業
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
各
地
域
で
は
、

自
治
会
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
環

境
美
化
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
早
朝
か

ら
、
お
の
お
の
草

刈
り
機
や
か
ま
を

持
参
。
沿
道
に
生

い
茂
っ
た
雑
草
を

刈
り
取
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
花

壇
に
苗
を
植
え
た

り
プ
ラ
ン
タ
ー
を

道
路
に
設
置
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
五
戸
町

連
合
婦
人
会
（
鳥

谷
部
富
子
会
長
）

と
五
戸
町
赤
十
字

奉
仕
団
（
松
尾
シ

ゲ
委
員
長
）
で
は
６
月
11
日
、
ひ

ば
り
野
公
園
周
辺
の
草
取
り
奉
仕

作
業
を
行
い
、
町
の
美
化
に
一
役

買
い
ま
し
た
。
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●
老
人
保
健
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
、２
１
９
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
23
億
８
、９
８
７
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
32
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
24
億
３
、３
５
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
33
万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
18
億
６
、０
６
４
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
３
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
５
億
７
、０
４
６
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
５
、８
０
０
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
79
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
７
、４
７
７
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
直
診
勘
定
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
57
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
５
、５
８
０
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
補
正
予
算

●
一
般
会
計

倉
石
温
泉
の
浴
槽
水
か
ら
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
休
業
し
た
入
浴
施
設
の
再
開
の
た
め
、

化
学
洗
浄
・
滅
菌
作
業
お
よ
び
配
管
等
設
備
の
一
部
改
修

な
ど
の
経
費
と
し
て
民
生
費
に
４
８
１
万
４
千
円
を
追
加

し
、
財
源
は
基
金
繰
入
金
を
充
当
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
予
算
総
額
は
歳
入
歳
出
88
億
８
、８
５
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
６
月
６
日
、
町
立
公
民
館
で
米

国
空
軍
太
平
洋
音
楽
隊
「
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
・
ト
レ
ン
ズ
」
に
よ
る
ロ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
」

な
ど
１
９
５
０
年
代
か
ら
70
年
代

に
か
け
て
の
名
曲
を
中
心
に
、
軽

快
な
演
奏
を
披
露
。
観
客
を
巻
き

込
ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

し
た
と
い
う
「
涙
そ
う
そ
う
」
な

ど
日
本
語
の
曲
も
流
ち
ょ
う
に
歌

い
上
げ
、
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

　
昭
和
24
年
に
五
戸
町
消
防
団
第

７
分
団
に
入
団
以
来
、
消
防
人
と

し
て
練
磨
を
重
ね
、
昭
和
55
年
、

分
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
中
で
も
昭
和
43
年
の
十
勝
沖
地

震
で
は
、
災
害
発
生
か
ら
23
日
間

に
も
及
ん
だ
土
砂
崩
れ
に
よ
る
生

き
埋
め
に
際
し
献
身
的
な
救
出
作

業
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
防
火
・

防
災
に
尽
力
し
ま
し
た
。

消

防

功

労

中

村

喜

一
（
石
仏
）

　

74
歳

さん　
幼
少
よ
り
家
業
の
畜
産
を
手
伝

っ
て
い
た
経
験
か
ら
昭
和
35
年
、

青
森
県
畜
産
試
験
場
（
現
青
森
県

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
試

験
場
）
技
能
技
師
の
職
に
就
き
、

以
来
長
年
に
わ
た
り
乳
牛
や
豚
な

ど
の
家
畜
の
地
道
な
飼
養
管
理
業

務
に
精
励
。
試
験
研
究
の
進
展
を

陰
か
ら
支
え
、
県
の
畜
産
振
興
に

貢
献
し
ま
し
た
。

地
方
自
治

功
　
　
労

瑞
宝
単
光
章

村

下

輝

雄
（
ひ
ば
り
野

）

　

62
歳

さん

軽快な演奏を披露するバンドメンバー

瑞
宝
単
光
章

米
国
空
軍
コ
ン
サ
ー
ト

本
場
の
ロ
ッ
ク
楽
し
む

春
の

叙
勲

五
戸
町
か
ら

　
　
２
人
が
受
章

専○

専○

専○
専○

専○

専○

専○
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〈
川
柳
〉

カ
ッ
コ
ー
が
早
く
起
き
ろ
よ
豆
ま
け
と

純
白
の
つ
つ
じ
に
眼
洗
わ
れ
て

花
植
え
て
安
全
願
う
町
内
会

よ
も
ぎ
餅
昔
の
田
植
え
な
つ
か
し
く

天
祈
り
後
継
者
ら
と
夢
語
る

挨
拶
で
明
る
い
社
会
心
掛
け

〈
俳
句
〉

草
木
皆
若
葉
色
増
し
風
そ
よ
ぐ

草
む
ら
に
ま
ん
ま
る
浮
く
や
た
ん
ぽ
ぽ
毛

〈
短
歌
〉

春
も
み
じ
新
緑
の
匂
い
プ
ー
ン
と
し
て

小
鳥
も
啼
き
し
野
山
に
み
と
れ　

生
涯
を
登
り
下
り
の
道
あ
ゆ
み

今
あ
る
幸
を
祈
り
お
る
日
々

あ
ゝ
し
た
い
こ
う
も
し
た
い
と
八
十
余
年

い
ま
だ
に
思
う
終
戦
の
こ
ろ

ぜ
ん
り
ょ
く
を
だ
し
あ
う
こ
と
の
う
つ
く
し
さ

お
し
え
て
く
れ
た
小
学
運
動
会
で

片
足
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
楽
し
む
強
き
友

車
椅
子
に
て
仲
間
励
ま
し

活
け
替
え
た
グ
ラ
ス
の
小
花
清
清
し

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
一
人
憩
い
ぬ

鯉
上
り
心
う
た
れ
し
遠
く
見
し

共
に
負
け
ず
と
春
風
に
舞
う

　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

北
野
　
小
雪
　（
浅
　
水
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

純
　
　
　
子
　（
又
　
重
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

小
　
手
　
毬
　（
ひ
ば
り
野
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

あ
　
　
　
さ
　（
中
　
崎
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
な
こ

な

う

ん

ど

う

か

い

す
が
す
が

Ｇ　
　
　
　
　

Ｂ

む
や
み
に
ご
み
を
捨
て
る
べ
か
ら
ず
。

バ
ナ
ナ
の
皮
で
こ
け
る
ネ
タ
は

既
に
お
笑
い
の
世
界
で
も
ウ
ケ
ま
せ
ん
。

ポ
イ
捨
て
禁
止
！軽犯罪法第１条27号

「公共の利益に反して
　みだりにごみなどを捨てた者」
s拘留または科料

　
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
る
沼
畑

清
さ
ん
と
高
奥
惠
さ
ん
が
こ
の
ほ

ど
、
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝

状
を
受
賞
し
ま
し
た
。
両
名
は
、

長
年
に
わ
た
り
町
民
の
人
権
相
談

な
ど
に
当
た
り
、
人
権
擁
護
と
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
し
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
生
活
以

外
の
場
で
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち

や
地
域
の
人
々
と
触
れ
合
え
る
、

心
も
体
も
“
の
び
の
び
”
と
安
心

し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
つ
く
り
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
「
子
ど

も
あ
そ
び
の
広
場
」
が
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
５
月
24
日
か
ら
町
立

公
民
館
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
地
域
の
大
人
の
ほ

か
に
、「
来
れ
る
時
間
に
、
で
き

る
こ
と
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
位
置
づ
け
た
「
遊
び
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
若
さ
あ
ふ
れ
る
五
戸

高
校
の
生
徒
10
人
が
登
録
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
若
い
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
に
大
喜
び
。
高
校
生
に

と
っ
て
も
、
学
校
生
活
以
外
の
場

で
地
域
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
、

ま
さ
に「
地
域
一
体
の
取
り
組
み
」

に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
に
感
謝
状

感謝状を手にする沼畑さん（左）と高奥さん

子どもたちと触れ合う高校生

何ができるかな？

　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
３
時
30
分
か
ら
町
立
公
民
館
の
児
童
室
を
メ
イ
ン
に

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く
む
気
運
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

●
問
い
合
わ
せ
先
　
町
図
書
館
内
　
℡
61
― 

１
０
４
０
　
楠
田
・
福
田

「
子
ど
も
あ
そ
び
の
広
場
」に

　
　
　
　
五
戸
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
！

五
戸
町
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

‥

上
市
川

中
　
区
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４・５月の業務内容と件数
業 務 内 容 ４月 ５月

在宅療養支援・退院調整 31件 78件
患者・家族からの相談 6件 12件
連 絡 ・ 調 整 活 動 59件 96件
情 報 提 供 1件 14件
ケースカンファレンス 1件 4件
地 域 ケ ア 会 議 2件 2件

計 100件 206件

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
７
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

110

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

非
常
勤

医
　
長

科
　
長

副
医
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

副
院
長

新
井
田
修
久

矢
田
部
宏
一

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

高
見
　
一
弘

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

白
崎
　
理
喜

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

南
場
　
淳
司

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　木
曜
日

診
　
療
　
科

職
　
名

医
師
名

備
　
　
　
考

●５月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,171
（14,119）
13,056

（12,870）
18,373

（18,410）
16,022

（15,647）

12,662
（12,661）
12,308

（12,311）

12,475
（12,568）

11,260
（11,284）

11,367
（11,277）

12,774
（11,652）

11,035
（12,951）
12,229

（12,428）
12,265

（12,299）
12,068

（11,955）
12,335

（12,086）

12,465
（12,411）
12,348

（12,052）
 3,775

（11,703）
12,176

（12,108）

12,698
（12,670）

12,350
（12,070）

11,389
（11,560）

12,350
（12,070）

11,919
（11,881）
11,399

（12,549）
23,748

（23,801）
11,908

（11,198）

12,709
（12,676）
12,397

（12,336）
11,455

（11,450）
17,819

（11,740）

皮膚科
12,163

（12,167）
12,350

（12,070）
12,351

（13,355）
12,350

（12,070）

110,504
（110,177）

114,482
（114,445）

120,786
（120,795）

169,109
（118,999）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,682
（12,641）

★
眼
科
の
診
療
日
が
変
更
に
な
り
ま
す

　
眼
科
の
診
療
日
は
こ
れ
ま
で
火
・
水
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学

医
局
の
都
合
に
よ
り
７
月
か
ら
は
毎
週
木
・
金
曜
日
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
地
域
医
療

科
に
勤
務
し
て
お
り
ま

す
主
任
看
護
師
（
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
田

島
栄
美
子
で
す
。
目
的

は
、
当
病
院
を
利
用
し

て
く
だ
さ
る
患
者
さ
ん

に
、
適
切
な
医
療
ケ
ア

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
が
継

続
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
こ
と
で
す
。

　
主
な
業
務
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
入
院
中
の
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

に
対
し
て
の
退
院
時
の
支
援

・
看
護
相
談
窓
口

・
院
外
の
各
施
設
や
関
係
機
関
と

の
連
携
窓
口

・
外
来
通
院
中
の
患
者
さ
ん
と
ご

家
族
に
対
し
て
の
在
宅
療
養
支

援
・
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
打

ち
合
わ
せ
会
議
）
の
実
施

・
地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
参
加

　
地
域
の
皆
様
の
た
め
に
役
立
ち

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

℡
61
― 

１
２
０
０

地
域
医
療
科
を
紹
介
し
ま
す

カンファレンスの様子（中央奥が田島看護師）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



フラワーロードを整備する一ノ坪集落の皆さん

y

平成1７年度中山間地域等直接支払交付金「集落協定等の実施状況」公表

2１集落に  ３，５８９万４，５２６円  が交付されました。
※五戸町の対象地域は、農林統計上の中山間地域に指定されている地域（大字扇田、大字浅水、大字手倉橋）、過疎
法指定地域（旧倉石村地区）になります。

１．直接支払制度とは

　農業・農村は、食料を供給するだけでなく、災害防止や安らぎの場など「多面的機能」を担っています。�
　この中で、中山間地域は、平野部に比べ生活基盤が立ち遅れていることや傾斜地が多く農業生産の条件が不
利なことから、過疎化や老齢化が進み、農地などの管理がままならず、「多面的機能」の低下が懸念されてい
ます。このため、中山間地域で農地の維持管理活動を実施する場合、生産条件の不利性を直接的に補う「直接
支払い」を実施するものです。

２．中山間地域等直接支払交付金の概要等

３．集落協定の取り組み事例紹介（一ノ坪集落協定）

　一ノ坪集落は倉石石沢の西部を流れる後藤川沿いに位置
し、広大な山林を背景とした山間農業地域です。将来にわ
たり農地保全、耕作地放棄の防止、そして豊かな農村風景
の維持を図るため、水路の維持管理、農道整備、花壇の設
置や作業効率化のため共同利用機械・機材の購入を行って
います。その他の多面的機能増進活動としては、盆踊り大
会や夏祭りなどに積極的に取り組んでいます。

対 象となった
集 落 名

協定者数
（人）

野 沢 集 落 21
22
17
29
4
11
3
4
8
8
41
8
27
9
21
21
14

343
250

7
1

869

71,268
75,462
36,600

138,793
11,799
49,643
24,948
85,127

160,671
65,790

184,489
22,108

134,508
60,224

157,725
383,643
199,193

1,835,874
1,196,455

17,504
10,152

4,921,976

456,115
482,956
234,240

1,020,155
75,513

317,713
419,126

1,430,133
2,699,272
1,105,272
1,180,728
141,491
860,851
385,433

1,009,439
3,069,144
1,274,833

11,749,585
7,657,310
112,025
213,192

35,894,526

242,311
242,656
117,940
511,655
37,913

317,713
209,576
715,113

1,349,882
552,912
590,908
70,841

516,511
192,843
693,989

1,535,244
637,773

6,482,385
3,829,850

67,335
0

18,915,350

213,804
240,300
116,300
508,500
37,600

0
209,550
715,020

1,349,390
552,360
589,820
70,650

344,340
192,590
315,450

1,533,900
637,060

5,267,200
3,827,460

44,690
213,192

16,979,176

71,268
75,462
36,600

126,112
11,799
49,643

184,489
22,108

134,508
60,224

157,725
383,643
199,193

1,835,874
1,196,455

17,504

4,562,607

12,681

24,948
85,127

160,671
65,790

10,152
359,369

交付対象農用地面積（㎡） 交　付　金　額　（円）

浅水下通り集落
浅水上通り集落
上 豊 川 集 落
関 口 集 落
手 倉 橋 集 落
相 間 野 集 落
風 原 平 集 落
横 倉 集 落
沼 沢 集 落
後田内沢集落
谷地中渡集落
堤 沢 集 落
前田内沢集落 
大久保沢集落
一 ノ 坪 集 落
第２横倉集落
倉石西部地区集落
倉石東部地区集落
北 向 集 落
個 別 協 定

計

田の急傾斜地
面　　　　積

田の緩傾斜地
面　　　　積

うち集落共同活動
充 当 額

うち農業者への
配 分 額

問い合わせ先：役場農林課　℡ ６２－２１１１（ 内 線４１６）
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掲示
板

掲示
板

掲示
板《みんなの健康づくりと介護予防》その㈫  福祉課 高齢化対策班

262－2111　内線254

　以前は、「痴呆」とか「ボケ」などといわれていました。もの忘れがひどく
なる、昼夜の区別がつかなくなる、自分の居場所がわからない、おもらしが自覚
できないなどの症状が現れます。

「脳血管型」「アルツハイマー型」「生理的なもの」 身体的活動性の低下 役割・社会関係の変化（喪失）

ねたきり

転居した高齢者

重い病気

配偶者を失う

重大なストレス

入院、入所など

 ◆ 認 知 症 予 防

 ◆ こんな人がなりやすい！？

・身体活動は認知症の発生率を低下させる。
・ウォーキングを行っている人は、認知症になりにくい。
・余暇活動を行っている人は、認知症になりにくい。
・３つ以上の余暇活動を行っている人は、ほとんど認知症にならない。

☆老人クラブでゲートボールなどを楽しむ
☆地域や仲間で行っている「健康体操」「ラジオ体操」「太極拳」その他の
　「身体を動かすもの」

（集団で行う余暇活動） （集団で楽しむ）

仲間といっしょに身体を動かす　余暇活動がもっとも効果的

役場保健衛生課　2６２－７９５８

不法投棄は犯罪です！
不法投棄をしない、させない環境づくりを

私たちの町からはじめましょう

土地所有者へのお願い
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第５条で、土
地所有者には土地の適正管理が義務付けられていま
す。そのため万が一、不法投棄物を発見し、投棄者
が不明な場合は、土地所有者が自己責任で撤去しな
ければならないことになっています。
　なお、原則として個人所有地への不法投棄につい
ては、町では一切撤去いたしません。

役場保健衛生課　2６２－７９５８

ごのへ夏まつりごのへ夏まつりごのへ夏まつり
期　日　７月29日(土)、30日(日)
場　所　ひばり野公園

☆イベント広場（29日14：00～　※雨天中止）
　バーベキューコーナー、バンド生演奏、出店など

☆花火大会（29日19：00～　※雨天30日)

☆みちのく少年サッカー大会(29日、30日 9：00～)

ごのへ夏まつり実行委員会事務局
(五戸町観光協会内)　262－7155

メッセージ付き「おもいで花火」
１口１万円で受付中　７月７日(金)まで

認知症とは？

お
知
ら
せ

【内　容】
移送用車両（リフト付き車両およびストレッチャー
装着ワゴン車など）により、利用者の居宅と医療機
関などの間を移送する事業です。

【対　象】
町内に住所を有し居住している方で、おおむね60歳
以上の高齢者であって、歩行が不能なため一般の交
通機関を利用することが困難な方

【利用者負担額】

　※駐車料などの費用は、利用者などの負担

【利用区域】
三八管内および隣接市町

外 出 支 援 サ ー ビ ス 事 業

負担額利　用　時　間
500円30分以内

1,000円30分を経過１時間未満
500円１時間以後30分経過ごとに加算



i

八
景
橋
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

海
外
派
遣
研
修
生
募
集

「
青
森
の
ス
ギ
木
づ
か
い

住
宅
推
進
事
業
」
の
募
集

に
つ
い
て

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

知
的
障
が
い
者
施
設
な
ど
の
支

援
職
員
　
　
　
　
　
３
人
程
度

●
身
　
　
分

　
地
方
公
務
員

●
受
験
資
格

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
高
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

・
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
ま

た
は
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
方
（
取
得
見
込
み
含
む
）

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
18
年
７
月
10
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
８
月
１
日（
火
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
18
年
９
月
17
日（
日
）

●
申
し
込
み
方
法

申
し
込
み
用
紙
、
卒
業
（
見
込

み
）
証
明
書
、
成
績
証
明
書
、

資
格
取
得
（
見
込
み
）
証
明
書

を
組
合
事
務
局
ま
で
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
（
当

日
消
印
有
効
）

※
申
し
込
み
用
紙
は
組
合
事
務
局

で
配
布
し
ま
す
。
郵
送
で
の
用

紙
請
求
は
、
返
信
先
を
明
記
し

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
封
筒

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
用
）
を
同
封
し
、

「
職
員
募
集
用
紙
請
求
」
と
朱
書

き
の
上
、
７
月
20
日（
木
）必
着

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

大
字
倉
石
中
市
字
小
渡
88 

│ 

２

三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合
事
務
局

℡
77 

│ 

３
３
１
１

　
県
で
は
、
八
景
橋
（
一
般
県
道

五
戸
六
戸
線
）
の
老
朽
化
に
伴
い
、

旧
橋
を
撤
去
し
、
橋
を
架
け
替
え

る
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
た

め
八
景
橋
を
含
め
た
県
道
１
２
０
ｍ

区
間
が
終
日
通
行
止
め
に
な
り
ま

す
。

　
周
辺
住
民
の
方
々
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
通
行
止
め
予
定
期
間

　
平
成
18
年
７
月
中
旬
か
ら

　
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

●
迂
回
路

町
道
狐
森
西
ノ
沢
線
ま
た
は
国

道
４
号
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

三
八
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部

道
路
整
備
課

℡
27 

│ 

５
１
１
１

●
対
象
者

　
次
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
方

・
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
に
在

学
中
で
五
戸
町
出
身
の
方

・
健
康
で
海
外
で
の
生
活
お
よ
び

研
究
、
調
査
活
動
の
で
き
る
方

・
外
国
語
の
基
礎
知
識
を
有
す
る

方
●
研
修
先
　
英
国
を
含
む
諸
外
国

●
研
修
期
間

　
お
お
む
ね
３
週
間

●
補
助
金

50
万
円

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
務
課

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
１
１

　
今
年
度
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ

ん
、
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
自
分

た
ち
で
企
画
・
運
営
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
五
戸
町
成
人
式
が
実
行
委

員
会
で
実
施
さ
れ
て
か
ら
６
年
に

な
り
ま
す
。
や
る
気
の
あ
る
新
成

人
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
62 
│ 

２
１
１
１
内
線
５
２
４

県
産
材
住
宅
に
最
高
20
万
円
助
成

　
県
で
は
、
県
産
材
を
積
極
的
に

利
用
す
る
こ
と
が
、
林
業
・
木
材

産
業
を
活
性
化
し
、
健
全
な
森
林

を
は
ぐ
く
む
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
県
産
材
を
多
用
す
る
な

ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
の

建
築
に
対
し
、
最
高
で
20
万
円
を

助
成
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
主
な
要
件

・
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
着

工
す
る
新
築
住
宅

・
認
証
さ
れ
た
県
産
材
を
お
お
む

ね
70
％
以
上
使
用
し
、
か
つ
、

県
産
ス
ギ
乾
燥
材
を
お
お
む
ね

30
％
以
上
使
用
す
る
こ
と

・
県
内
に
事
務
所
を
置
く
製
材
所
、

建
築
士
お
よ
び
大
工
、
工
務
店

に
よ
っ
て
建
築
と
施
行
管
理
が

な
さ
れ
る
こ
と

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
７
月
31
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
先

三
八
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水

産
部
　
林
業
振
興
課

℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
３
３

23 

│ 

２
８
０
１

－大空に夢をはこぶ町－

三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合

職
員
募
集

平
成
18
年
度
五
戸
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集

ＦＡＸ



o

～ 相 談 の 流 れ ～

相談料　5,250円（税込み　40分前後） 

定時相談会
日時　毎月第３金曜日

　　　１５：００～１８：００

場所　青森県司法書士会館内
（青森市長島３－５－６）

司法書士紹介
お急ぎの場合や定時相談会に来ら
れない方には、お近くの司法書士
を紹介します。

定時相談会（予約制）
の受付

日時　受付から最長５営業日以内
で、担当相談員と協議のう
え決めていただきます。

場所　原則として、担当相談員事
務所になります。

※相談時にお支払いいただきますが、所得に応じて免除となる場合もあります
　ので担当相談員にお問い合わせください。

司
法
書
士（
相
談
員
）に
よ
る
相
談

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

平日９：００～１６：００　※センター受付での相談は行いません。

電 話 受 付　7０１２０ － ９４０ － ２３０ 

自

衛

官

募

集

平
成
19
年
歌
会
始
作
品
募
集

消

防

職

員

募

集

青
森
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
募
集
種
目

　
予
備
自
衛
官
補

●
受
験
資
格

・
一
般
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

・
技
能
18
歳
以
上
で
技
能
に
応
じ

　
　
　
て
53
〜
55
歳
未
満
の
者

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
18
年
７
月
18
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
10
月
13
日（
金
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

平
成
18
年
10
月
21
日（
土
）か
ら

23
日（
月
）の
い
ず
れ
か
１
日
を

指
定
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
自
衛
隊
八
戸
募
集
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

●
採
用
予
定
人
員

・
初
級（
短
大
・
高
卒
）11
人
程
度

・
中
級（
大
学
卒
）　
　
４
人
程
度

●
申
し
込
み
期
間

平
成
18
年
８
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
８
月
18
日（
金
）ま
で

●
試
験
日

　
平
成
18
年
９
月
17
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

八
戸
消
防
本
部
　
総
務
課

℡
44 

│ 

２
１
３
２

　
宮
内
庁
は
、
平
成
19
年
歌
会
始

の
お
題
を
「
月
」
と
定
め
、
詠
進

要
項
を
発
表
し
ま
し
た
。

●
作
品
の
条
件

・
「
月
」
の
字
句
を
詠
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌（
未
発
表
に
限
る
）

・
一
人
一
首

・
半
紙
に
毛
筆
で
自
筆
が
原
則
で

す
。
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
氏
名（
本
名
、
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
職
業
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
が
い
な
ど
の
方
は
、
代

筆（
墨
書
）、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で

印
字
、
ま
た
は
点
字
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
理
由

（
代
筆
の
場
合
は
代
筆
者
の
住

所
氏
名
も
）を
別
紙
に
記
入
し

添
え
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
９
月
30
日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
〒
１
０
０ 

│ 

８
１
１
１

　
宮
内
庁

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
。

　http://w
w

w
.kunaicho.go.jp

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
の
青
森

県
司
法
書
士
会
に
よ
る
相
談
窓
口

を
一
本
化
し
た
も
の
で
、
①
当
セ

ン
タ
ー
で
の
相
談
会
を
予
約
、
ま

た
は
②
相
談
者
の
お
近
く
の
司
法

書
士
を
相
談
内
容
に
応
じ
て
紹
介

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

●
相
談
内
容

多
重
債
務
問
題
、
民
事
紛
争
、

相
続
、
成
年
後
見
、
不
動
産
登

記
、
会
社
登
記
な
ど

第
２
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「
私
の
好
き
な
五
戸
町
」

　
ま
ち
づ
く
りG

-Five D
oor

で

は
、「
私
の
好
き
な
五
戸
町
」
を

テ
ー
マ
に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
の
好
き
な

五
戸
町
の
姿
を
写
真
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
作
品
は
産
業
と
文
化
ま

つ
り
で
展
示
し
、
来
場
者
の
投
票

も
参
考
に
し
て
審
査
を
行
い
、
今

後
の
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。

　
五
戸
町
民
で
あ
れ
ば
誰
で
も
応

募
で
き
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
間

平
成
18
年
７
月
３
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
９
月
29
日（
金
）ま
で

●
サ
イ
ズ

　
２
Ｌ
判

●
申
し
込
み
方
法

応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
倉
石
分
庁
舎
）ま
た
は
町
立
公

民
館
窓
口
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

※
開
催
要
項
と
応
募
票
は
、
社
会

教
育
課
、
町
立
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
62 

│ 

７
９
６
５
　
藤
田

URL
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次の事業を行っている個人で
　○県内に事務所・事業所がある方
　○事務所・事業所を設けていない方で住所地が県内の方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対して課されます。

課税所得

事　業　の　種　類

第１種
事　業

物品販売業、不動産貸付業、駐車場業、
運送業、製造業、請負業、旅館業、飲食
業、代理業など 

×５％

×５％

×４％

×３％

医業、歯科医業、薬剤師業、弁護士業、
税理士業、コンサルタント業、デザイン
業、理容業、美容業など

助産師業、あん摩・マッサージ、指圧・
はり・きゅう・柔道整復その他の医業に
類する事業、装蹄師業 

畜産業、水産業、薪炭製造業（主として
自家労力を用いて行うものを除く）

第２種
事　業

第３種
事　業

納める額

※ 必要経費 事業専従者控除

各種控除（事業主控除２９０万円など）

前年の収入金額

課税所得 

労
災
保
険
の
こ
と

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
相
談
く
だ
さ
い

自
動
車
保
険
請
求
の
こ
と

交
通
遺
児
育
英
会

奨
学
生
募
集

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
の
出
張
特
別
試
験

大
字
倉
石
又
重
字
下
上
下
19

畑
　
１
、２
３
８
㎡

●
農
地
の
条
件

ニ
ン
ニ
ク
作
付
中
の
た
め
、
農

地
の
引
き
渡
し
は
収
穫
後
の

８
月
上
旬
に
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
７
月
21
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62
│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
１

●
試
験
の
種
類

ボ
イ
ラ
ー
技
士（
１
級
・
２
級
）、

ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
、
ク
レ
ー
ン
・

デ
リ
ッ
ク
運
転
士（
ク
レ
ー
ン

限
定
）、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運

転
士
、
発
破
技
士
、
衛
生
管
理

者（
第
１
種
・
第
２
種
）、
エ
ッ

ク
ス
線
作
業
主
任
者
、
潜
水
士

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
18
年
７
月
24
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
７
月
28
日（
金
）ま
で

●
試

験

日

　
平
成
18
年
９
月
10
日
（
日
）

●
試
験
会
場

　
青
森
市

●
問
い
合
わ
せ
先

東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
２
３ 

│ 

２
３ 

│ 

３
１
８
１

　
7
労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、

労
災
の
年
金
や
介
護
、
生
活
問
題

な
ど
補
償
全
般
に
関
す
る
こ
と
、

仕
事
の
疲
れ
か
ら
く
る
健
康
や
精

神
的
な
悩
み
、
過
労
死
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

7
労
災
年
金
福
祉
協
会

青
森
労
災
年
金
相
談
所

℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 
│ 
７
５
７
１

　
7
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、
保

護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、

重
い
後
遺
障
が
い
で
働
け
な
い
た

め
に
修
学
が
困
難
な
高
校
生
以
上

の
生
徒
・
学
生
に
奨
学
金
を
無
利

子
で
貸
与
し
て
い
ま
す
。
応
募
資

格
な
ど
詳
細
は
、
左
記
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

7
交
通
遺
児
育
英
会 

7
０
１
２
０ 

│ 

５
２
１
２
８
６

　
6
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、

全
国
に
「
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
自
賠
責

お
よ
び
任
意
保
険
の
請
求
に
つ
い

て
、
一
切
無
料
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

●
電
話
相
談

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
正
午

午
後
１
時
か
ら
５
時

●
弁
護
士
相
談

毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
か
ら
４
時

※
予
約
制
、
要
面
談
、
相
談
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

6
日
本
損
害
保
険
協
会
青
森
自

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
７ 

│ 

７
２
２ 

│ 

１
０
２
５

　
個
人
事
業
税
は
、
一
定
の
事
業

を
行
う
個
人
に
対
し
、
原
則
と
し

て
前
年
の
所
得
を
基
に
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。
個
人
事
業
税

が
課
税
さ
れ
る
主
な
業
種
と
納
め

る
額
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

地
域
県
民
局
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

税
通
知
書
に
よ
り
、
原
則
と
し
て

８
月
と
11
月
の
２
期
に
分
け
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
県
で
は
便
利
で
安
全
確

実
な
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
取

扱
金
融
機
関
か
地
域
県
民
局
県
税

部
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
１
０

県 税だより
個
人
事
業
税
に
つ
い
て

農
地
の
買
受
人
募
集

五戸町スポーツクラブの

ＨＰが開設されました

http://www.gonohe－sports－club.com

たくさんのアクセス
お待ちしています！

7五戸町スポーツ振興公社
2 ６２－２３０１

ホーム ページ
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7月の
行事予定
7月の
行事予定

7月の
相 　 談
7月の
相 　 談

7月の
献 　 血
7月の
献 　 血

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ― 2111 五戸町役場

■７日（金）町民サッカー大会開会式

　１８：３０～　ひばり野公園

■１２日（水）田ノ草取り唄（踊）

　１４：００～　代官所前

■１５日（土）町民登山

■２９日（土）・３０日（日）

　ごのへ夏まつり

■２５日（火）・２７日（木）・８月１日（火）・３日（木）

　夏休み子ども映画会

　１３：３０～　町図書館

健康なあなたと
私にできること

■４日（火）

　９：３０～１１：２０　五戸電子工業㈱

　１２：００～１３：００　東北メディカル学院

　１４：３０～１６：００　大蔵工業㈱

相談は無料です

■１１日（火）行政相談

　１３：００～１６：００　倉石コミュニティセンター

　１３：３０～１６：００　社会福祉センター

■２５日（火）行政相談

　１３：００～１６：００　倉石温泉

■毎週木曜日

　みんなの保健室（健康相談）

　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談

　日程は相談者と調整　℡０１７－７３４－９２３５

開催日　平成１８年９月１６日（土）～９月１８日（月・祝）

場　所　青森市ほか

対　象　レクリエーション、レジャー、余暇開発などに関心のある方

参加費　○一般２，０００円　○高校・大学生１，０００円　○中学生以下無料

内　容

○総合開会式（１６日　ぱるるプラザ青森）
○交歓の夕べ（１６日　青森国際ホテル）
○研究フォーラム（１７～１８日　アスパム、ぱるるプラザ青森、八甲田丸ほか）
○種目別全国交流大会（１６～１８日　青い森アリーナ、青森市民体育館ほか）
タッチラグビー、オートキャンプ、パドルテニス、フォークダンス、日本舞踊、
３Ｂ体操、インディアカ、スポーツチャンバラ、ユニカール、レクリエーション
ダンス、ペタンク、ウォーキング、フライングディスク、ドッジボール

その他、三内丸山遺跡縄文植物観察ウォーキング、県立美術館
シャガール展の鑑賞ツアー、ねぶたハネト体験、津軽三味線体験
など「青森らしさ」にこだわった数々の行事を企画しています！

問い合わせ先

第６０回全国レクリエーション大会ＩＮあおもり準備委員会
ＴＥＬ・ＦＡＸ０１７－７６６－０８１０

五戸町交通安全対策協議会　五戸警察署

１．子どもと高齢者の交通事故防止
２．飲酒・暴走運転の根絶
３．自転車の安全利用の推進

７月２１日（金）～７月３１日（月）

つい一杯　鈍る判断　待つ地獄

　社会を明るくする運動は、すべての国民が犯罪防止と罪を
犯した人たちの更生について理解を深め、犯罪や非行のない
明るい社会を築こうとする全国的な運動です。

八 戸 地 区 保 護 司 会

７月は「社会を明るくする運動」強調月間です

　今年度から住民健康診査の申し込み票を送付いたしません。
地区の保健協力員か、役場保健衛生課に直接電話でお申し
込みください。

役場保健衛生課　℡６２－７９５８

「第６０回全国レクリエーション大会ＩＮあおもり」参加者募集

運動の重点

早め点灯運動　７月は18：00

年１回、誕生月に検診を受けましょう年１回、誕生月に検診を受けましょう年１回、誕生月に検診を受けましょう

住 民 健 康 診 査 に つ い て

夏の交通安全県民運動
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７ 月 の 納 期 

納
期
限
７
月
31
日

 

固
定
資
産
税
　
第
２
期

 

国
民
健
康
保
険
税
　
第
１
期 

 

介
護
保
険
料
　
第
１
期

■
五
戸
町
連
合
婦
人
会
（
鳥
谷

部
富
子
会
長
）
は
、
父
の
日

を
記
念
し
、
三
浦
町
長
、
鳥

谷
部
助
役
、
久
保
助
役
、
a

橋
教
育
長
に
シ
ャ
ツ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

№137

「
村
ま
つ
り
　
今
と
昔
⑤
浅
水
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０，１０２人　（－18）

　女　１０，８４０人　（－４）

総人口２０，９４２人　（－22）

世帯数１６，９０９世帯（＋１）

平成18年６月１日現在

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

浅水八幡宮に参拝する町民

韋駄天祭のかご屋の行列

　
奥
州
街
道
の
宿
場
街
と
し
て
栄

え
て
き
た
浅
水
は
、
純
農
村
地
帯

で
も
あ
る
。
村
社
と
し
て
知
ら
れ

る
浅
水
八
幡
宮
は
毎
年
九
月
十
五

日
、
例
祭
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　
天
保
十
年
（
一
八
三
九
年
）
京

都
の
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
遷
座
さ

せ
、河
内
上
城
主
宗
次
の
奉
納
し

た
鏡
を
ご
神
体
と
し
て
祭
り
、
浅

水
全
体
を
山
止
め
し
て
大
祭
を
行

っ
て
き
た
。

　
明
治
に
は
、
明
治
天
皇
が
休
ま

れ
た
石
田
忠
八
宅
の
広
い
庭
で
、

旧
盆
に
な
る
と
盆
踊
り

が
賑
や
か
に
行
わ
れ
、

踊
り
の
輪
が
二
重
、
三

重
に
も
で
き
た
と
い
う
。

　
大
正
末
期
か
ら
昭
和

に
か
け
て
「
ナ
ニ
ャ
ヤ

ド
ヤ
ラ
」
の
ほ
か
に
「
浅

水
ま
さ
よ
子
の
歌
」
も

出
て
き
た
。「
天
間
の
み

よ
子
の
歌
」
と
似
て
い

る
の
で
調
査
し
て
み
た
。

「
五
戸
民
謡
歌
集
」
（
昭
和
四
十

六
年
発
行
）
の
盆
踊
り
の
歌
詞
に

も
あ
っ
た
実
話
で
あ
り
、
一
部
仮

名
に
し
た
い
。

　
明
治
末
期
、
仙
台
の
あ
る
お
医

者
様
が
移
っ
て
き
た
。
事
情
が
あ

っ
て
浅
水
に
来
た
が
、
五
戸
地
方

は
赤
痢
や
チ
フ
ス
の
伝
染
病
が
流

行
し
て
大
騒
ぎ
。
し
か
し
、
診
た

て
が
よ
く
、
お
医
者
様
の
治
療
に

よ
っ
て
よ
く
治
っ
た
。

　
そ
の
お
医
者
様
と
あ
る
宿
屋
の

女
将
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
ま
さ

よ
子
だ
っ
た
。
し
か
し
、
世
間
の

風
当
た
り
も
強
く
、
戸
籍
上
は
中

村
ま
さ
よ
子
と
し
て
小
学
校
に
入

学
し
た
。

　
お
医
者
様
は
、
石
田
忠
八
の
稲

荷
様
に
寝
起
き
し
て
営
業
を
続
け

て
い
た
。
赤
痢
の
名
医
と
い
わ
れ
、

三
本
木
、
五
戸
、
三
戸
か
ら
も
薬

を
も
ら
い
に
き
た
。

　
ま
さ
よ
子
は
、
紅
バ
ラ
の
よ
う

に
気
品
の
高
い
娘
に
成
長
し
た
。

同
級
生
の
西
館
一
が
趣
味
の
作
詞

作
曲
、
踊
り
の
振
り
付
け
を
し
て

こ
の
歌
を
作
っ
た
。

　

高
い
山
か
ら
田
圃
を
見
れ
ば

　
　
　
　

ナ
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ

　

浅
水
ま
さ
よ
子
の
バ
ラ
の
花

　
　
　
　

ホ
ン
サ
ヨ
イ
ヨ
イ

　
　
　
　
　
　

（
二
―

三
番
略
）

　
今
で
は
、
盆
踊
り
の
振
り
付
け

を
知
っ
て
い
る
人
は
、
田
ノ
草
取

り
踊
り
を
練
習
し
て
い
る
お
婆
さ

ん
だ
け
で
は
な
い
か
と
い
う
。

　
ま
さ
よ
子
は
、
学
校
を
終
え
た

後
、
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
、
台
湾

へ
と
転
居
。
外
国
で
終
戦
を
迎
え

た
。
そ
の
後
、
親
し
い
村
民
が
旅

費
を
送
っ
て
浅
水
に
招
き
、
こ
の

地
で
生
活
し
て
い
た
が
、
縁
あ
っ

て
三
本
木
の
方
に
嫁
い
だ
。

　
こ
の
歌
が
テ
レ
ビ
の
「
の
ど
自

慢
」
で
流
れ
た
の
は
二
十
五
年
前

の
こ
と
。
上
大
町
の
田
村
又
次
郎

が
ま
さ
よ
子
の
歌
を
踊
っ
た
と
こ

ろ
、
ゲ
ス
ト
の
村
田
英
雄
も
一
緒

に
踊
っ
て
大
喝
采
を
受
け
て
い
る
。

　
戦
後
は
、
神
輿
や
山
車
が
参
加

し
て
、
集
落
総
出
の
豊
作
祈
願
を

し
、
夕
方
は
相
撲
大
会
、
夜
は
盆

踊
り
が
行
わ
れ
た
。
山
車
は
、
リ

ヤ
カ
ー
に
乗
っ
た
生
き
人
形
か
ら
、

馬
車
に
乗
っ
た
山
車
に
替
わ
り
、

二
十
年
以
上
前
は
大
き
な
山
車
二

台
が
運
行
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
畑
作
の
多
忙
や
人
口

の
減
少
な
ど
か
ら
、
昔
の
賑
や
か

さ
は
消
え
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の

後
、
平
成
七
年
秋
か
ら
奥
州
街
道

韋
駄
天
祭
が
行
わ
れ
た
。
呼
び
物

は
時
代
物
の
仮
装
行
列
で
、
か
く

し
芸
も
披
露
。
盛
ん
な
拍
手
と
笑

い
が
会
場
を
包
ん
だ
。
高
山
峠
展

望
台
ま
で
の
散
策
も
あ
っ
て
賑
わ

っ
た
が
、
経
済
的
な
事
情
か
ら
平

成
十
六
年
度
で
中
止
さ
れ
た
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一

み
こ
し

い

だ

て
ん

は
じ
め

た
ん
ぼ


